
■ 決 議 ■

パレスチナ自治区ガザ地区における人道目的の戦闘休止等の実現に関する決議

2023年１０月７日，イスラエルとパレスチナのイスラム組織ハマスとの戦闘が始まり，パレ

スチナ自治区ガザ地区における５ヶ月間の死者は３万人を超えたと報道されている。このうち，

特にガザ地区北部は戦闘の影響やイスラエル軍による検問などで，人道支援物資を運ぶことが

難しくなっており，深刻な食料不足が生じるなど，人道状況は危機的なものとなっている。

イスラエルとハマスでは，カタールなどを仲介役として戦闘の休止と人質の解放などに向け

た交渉をしており，エジプト，アメリカとの協議も続けていますが，交渉は難航していると報

道されている。戦闘開始から５ヶ月，一刻も早い戦闘休止と海上輸送による支援物資などの人

道支援を願う点では多くの県民が一致できるものと思われる。

よって，本県議会では，イスラエルとハマスの双方をはじめとする全ての当事者及び国際社

会に対し，事態の解決に向けて次の事項を実現するよう強く求めるものである。

１．人道目的の戦闘休止及び人質の即時・無条件の解放

２．国際人道法を含む国際法の遵守

３．民間人の被害の最小化，人道支援物資の供給を通じた人道危機の改善

以上，決議する。
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